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で あろ う.非 常 に弱 い β 放 射能 の測 定には我 々の場合,試 料 に蜀 す る計激管 の立 罷角が小 さ
く不充分で あるか ら,今 後は立艦 角 を大 き くし,■s. 1,,、2をB群 の土 に鉛直 に立 て るC・とに
よ りAl, A2を 同時 に通 る宇宙線 を全部 とらえ得 るB群 の幾何學 的配 謹を得 る様 に して實 験
を進 めたい,
              (昭 和24年3月3日 受 理)
              げ
    引抜加工による塑性攣形の光弾性學的研究
      Study on the Plastic Deformation from the Drawing     圃
         Mechanism by Means of Photo-Elasticity
             植  村  吉  明
                Yoshiaki Uemura
 物艦の塑形攣性の問題を光揮性學の分野 より槻測する事が可能になれば,そ の機構は一層明
らかにされる.光 弾性學的に測定するためには共の試料は光 を透過 し,樹 懸力によつて複 屈折
を生す るものでなければな らない.な お普通取扱われるいる塑性攣 形の封象 は主 として金属で
あり,こ の金屡 と相似にある光弾性の材料は現左のところ谷 られていない.
 私蓮は新しい試みとして塑性攣形のag 1過程 である攣形を探 り上げ,容 易に攣形す るゼラチ
ンゼ リV-1)を試験材に用い引抜 きiこより光弾性學的に槻測 してみた。
 引抜 き(線 引き)に より塑性攣形を行 う際,其 れに用いるダ■スの角度により共の引抜力2)
並に残留鷹力の分布容)が異な る事ぱ既に多くの人々により測 定されているので,私 蓬はダイス
の角度がこの機構に如何に與つているかを解明すべき實験を試みナこので,共 の結果に就て申述
べる.
 光i渾性装置は槻測硯野の廣い理研の型;)を 用い,光 源は超高巫水銀燈5)を 用い,ブ イルタ ・一
により5770--91Aの 輩色光 とし,パ ンクロ乾板にて拓Oo秒 の露出で撮影 した.
 ダイスは二次元の もので35。 ・7.Oo,135。.300の4種 類の角度の もの を製作し,厚 さ8mm,
巾40乃 至76mm.の ゼラチンゼ リr・一を毎分約100mm.の 速 さで引抜いた.測 定は全てこの運動
中の ものに就て行つた.な ほこの際ゼ リ"の 厚 さが光の透過方向に攣化するのを防 ぐため,2
枚の歪の無い鏡板で挾み,ゼ リPと 鏡板 との間はモビルオィルを充分 に塗布 しナこ.
 第1圖 のスケツチは撮れた光揮性爲眞の干渉縞の模檬である.記 入 してある数字は其の次数
を示す.こ の干渉縞は複 屈折に原因しているので其の次数は試瞼片の定鮎 に就け る主慮力の差
(σ1一σ2)に 調憲 しナこものである.攣 形速度の遅い塑性攣形に於てはこの高い勢鋤慮力の護生
方向即ち高次数の延びている方向に滑 りを生 じ攣形されるものと考えられる6)の で,こ の嚢生
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方向に注意す るとグイス角度によつて規則正 しい聞係が見 られる.第1岡 に示す如 く中心部の
最高縞次敷の窯 とダイスの最小間隙部の最高縞次激鮎を近似的に圓弧を以て結び,共 の牛律ρ
を測定 し,ダ イスの出口の直痙2γ.と の比を求めてみると第1表 の如 くである.伽 は光弾性
法7・)によb速 かに測定した試片 とダイス面 との接鯛部 に於ける個々の摩擦角の値である,私 逮
の條件に於ては μ詐Aα+Bの 近似式で示 されるようである.  ・
                 第   1  表
   
      
   嬢 ・/・…d・ 一 ・-Ct+陣t鵠 、,■ ・+鴻 虞 。,,・/・一 ・・r3
    3.5。    O.7。    4.5。    8.O. 1 0。287    5.〔}。   8.5。   0.3J6    0.7     0.90
    7.0。    1.Oo    5.0。   12.Oo l O.443    7.0。   14.O。   0.532     1。〔}     1.2
   13.5。   2.0。   95。  23.0。  1.036   8.O。  2L5。  6.933   2.0   2.2
   30・Oe"・10 Rs 12"=v42"19・51 9・Oe l'・3ge 4・7 "6 ・ 10
 ρ/2γnと ダ ・fヌ 角 α,涯 減 係 敬 γ・!γoと の 關 係         第1圖
灘難灘
と第2表 の如価 白い關係槻 猟 そのBM係は ql坐 竺鷺。21£顧 り 製 δIO
逓減係数 を含んだ次の一般式で示される.
      ・!・知一π(γnγ0)2{tan・(・+・・)}蝶    (1)
                 第   2  表
   rn/・・i(・ ・/・…1・ …1…2際 騨{・ ・/・ [・{・・γ・/・・i贈 値
    …8・ …8・ ・91・ ・… 「 ・・282「 。.6431・ ・・… 82・
    0.85     0.723     2.271     2,25     1.177             0.757      0.754
 常数Cの 物性的愚廉は未だ不明であるが,こ の一般式は加工性 に封する遽減係 敗,ダ イス角,
摩擦角の相互關係を明 らかに示 して居 り,グ ィス角度の値のみでは引抜 き(線引 き)加工による
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塑 性 攣 形 の 機 構 を 論 す る に は 不 充分 な も の で あ る.
 以 上 研 究 結 果 の 一 部 を 述 べ た が,塑 性 墜 形 の 第 … 廻 程 で あ る攣 形 現 象 に 注 意 す る 事 に よb,
塑 性 攣 形 が 生 起 さ れ る外 部 條 件 が朋 らか に な り,塑 性 攣 影 の 機 構 は 一 歩 進 ん で 解 明 し得 られ る
もの と考 え ら れ る.                          』
 本 研 究 は 文 部 省 科 學 研 究 費 の 補 助 に よb促 進 さ れ た も の で あ る.な お 種 々御 教 示 御 鞭 燵 を 賜
つ た 荒 勝 教 授 に感 謝 の 意 を 表 す る次 第 で あ る.
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         十 進 式 計 敷 装 置 に!)い て
               ANew Decade Scaler '
            石 割 隆 太郎 ・湯 淺 一 経
             Ryutare Isll三wari and Kazunori Yuasa
 從 来Geiger-MUIIcr言.ド 敗管或はWym・ 、Villil mg型 比例埆幅 羅等 によ る高速 計倣 の記録 に
は,八 進,十 六進等の戸近謂二進式計数 剛 芥を用 いて來た.し か し實 際 に使用 す る上 では彗一進式
回路が得 られ れば遙か に能 率的で ある.そ こで我 々は最 も簡 輩 な原理 を用 い,動 作が極 めて確
實 で,叉 使 用 に際 して調節 す るを要 しない と云 う様 な諸條 件 を考 慮 して一つ の十進式計数 回路
を製 作 した.
 批 の装 置は通常 の十 六進計数回路 に簡?江な補捉的回路 を加 えて十進 式 に攣 更 した もので あつ
て,基 本 とな る十六迅 回路 としては,Higinbotham1)の 回路 方式 を採用 した.從 つて,此 虞で
は特 に十 六進 回路 を十進式 に墾 化せ しめ る野iについて説明す る事 にす る.
 第1圖 に於 てAとr,CとD, EとF, GとIIは それ ぞれ第一,第 二,第 三,第 四の=二
進式計数回路 の封 をなす三極 管であって,最 初BDFIIに 電流 が流れ, ACjEGに は流 れてい
参い朕 態 に罹 くもの とする・第2圖 で0と した歌態が それで,こ こでは 白丸は電流 の流 れてい
                   (go)
